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安全教育計画項目
(予定 )

(1)事業用自動車を運転する場合の心構え

(2)運転者の運転適性に応じた安全運転
(適正診断結果に基づく個別指導 )

(3)2023年度安全に関する個人目標の設定

(1)事業用自動車の運行の安全及び旅客の安
全を確保するために遵守すべき基本的事項
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(1)異常気象時における対処方法

(2)非常用信号用具、非常回、消火器等の取扱
いについて(非常時対応について)

(3)健康管理の重要性
(脳疾患、心疾患等、日常の健康管理について)

月間安全目標
(コ ンセプト)

ギ摯ギ中運 車ま、漕 燿醸転 勢攣 鳳

こころの乱れは運転に現れます。
運転でイライラした時は、一呼吸おいて深呼吸して
見ましょう。
もちろん漫然とした運転にも注意しましょう。

Ftti濾 |∫ JI∫ 、健表鶯鸞蒔篠薫と

磋螺L畦職島`も。

安全な運行は、ふだんからの健康管理と質の
良い睡眠で得られます。自身の健康に関心を
持ち、気持ちのよい目覚めが得られる睡眠に
ついて考えてみましよう。

:急 <導鞣 1モ 4Jも :|■ 靖鐵 |■ 曼拳 lf溝 彗ん.

先を急ぐ運転はリスクを伴います。また、所要時
間に大きな差が出る訳ではありません。法定速
度を守り、落ち着いた運転を行いましよう。

教育実施項目と研
修のねらい

(研修資料その他詳細
については別紙教育
録を参照の事)

○バス事業の公共性と社会的使命を理解し、
プロドライバーとして他の模範となる運転を
するために必要な心構えについて学習しま
す。

○自動車事故対策機構実施の「適正診断」等
の結果に基づく個別指導を実施します。

02023年度安全に関する個人目標(重点的
に取り組む事柄)を設定します。

○日常点検の重要性と実施項目の理解。ま
た、点呼の重要性と正しい点呼の実施方法に
ついて学習します。

○ヒヤリ・ハット情報を分析、その防止策を考
える事によつて、情報の共有、危険に対して
の認識を高める事を目的とします。

○「ゲリラ豪雨」を始めとする異常気象時にお
ける「乗客と自身の安全確保」について学習し
ます。

○実技を通じて、非常用信号用具・非常口・消
火器等の取扱いに習熟する事で、緊急時でも
適切な対応が取れる事を目的とします。

○運転に悪影響を及ぼす生活習慣病の危険性
を知り、「健康診断結果」を生活習慣の改善に

活かす事を目的とします。

外部 1汁{疹

指導担当者
(所長/統括安全責任者 ) (所長/続描安全貢4■看リ

(整備管理者):日常点検担当

(所長/統括安全責任者)

その他

。新入字 (園 )期 における交通事取防止 ・春の全国交通安全運動
ゆずりあう 心でひろがる 無事故の輪
(令和5年 5月 11日 ～5月 20日 )

。自転車安全利用の推進重点月間(5月 )

・不正改造車排除する強化月間
(令和5年 6月 1日 ～6月 30日 )

。「たつしゃけ 気つけらェ」運動の推進重点月間

国土交通省指導・監督の指針 ① ③ ②  C)(貸切バス事業者の指導・監督の指針) ⑩

※業務上都合により、研修の予定が変更となる場合があります。
安全教育計画項目(予定)の緑色文字表示は、貸切バス事業者の指導。監督の指針です。
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安全教育計画項目
(予定)

(1)事業用自動車の構造上の特性

(2)運転者の運転適性に応じた安全運転
(適正診断結果に基づく個別指導)

(濃 )卜
1ライブレ遇―ダー‐の霞己録を澪J用 しぬ、

運転者の運転特性 :こ感した資金運転の粛滴

(1)交通事故に関わる運転者の生理的及び
心理的要因並びにこれらへの対処方法

(2)危険の予測と回避並びに緊急時におけ
る対応方法

(1)主として運行する路線若しくは経路又は
営業区域における道路及び交通に状況

(2)ド予イリ
｀
レ欄…ヴー・―舗辮を満間 tノ た

とやlJヽ ハットの情報害や樹

月間目標
(コ ンセプト)

l宝鵞應滋JIよ、構実な鸞爾懸鐵鍼
鶴f懇蒔L5]

適切な車間距離を取らない運転は、追突などの
リスクがあります。また「あおり運転」にもつな
がりかねない運転です。確実に停止できる車間
距離をとった運転をしましょう。

圃やり難機鸞醸
べ風》ヽ野轟義抵ノよ滲 |

ベストの体調で運転する事はプロドライバーの
義務です。ふだんから健康管理に努め、最良の
体調で運転業務に従事しましょう。

制鞭遣鑽瘍炒嘩なかずいマ仰漁緯 :義

油砂寵陪蝙鰊書靭

運転は、制限速度の遵守と同時に、状況に応じ
て他のクルマの流れに沿つた運転も事故防止
には必要となります。

教育実施項目と研
修のねらい

(研修資料その他詳細
については別紙教育
録を参照の事) |

○大型車の死角が原因で発生した事故例を
検証し、大型車の特性を理解した運転の大切
さの理解します。

○適性診断のデータを分析し、各運転者が自
身の運転傾向(運転のくせ等)を客観的に知
り、より安全な運転を目指します。

○ドライブレコーダーデーターにより、自身の
運転特性を知り、自らが安全な運転について
考え、実践する事を目的とします。

○今回の研修では、「過労運転」について実
施します。過労が運転に及ぼす影響を理解
し、その防止策について考えます。

○見えない危険を予測し、事故を未然に防ぐ
事を目的とします。危険の捉え方には個人差
もあるため、グループワーク形式で討議する
事で他者の意見を聞き、危険に対する視野・

感受性を広くする事を目的とします。

○当営業所で報告を受けた「ヒヤリ・ノヽット」
情報を振り返り、その情報を共有する事で安
全運転に対する意識を高める事を目的とし
ます。危険・要注意ポイントのハザードマップ
作製も行います。

○ヒヤリハット体験の情報をすべて運転者に
提供し、その危険は何が原因で、どうすれば
防ぐ事ができたかを考える事で、より安全な
運転につなげる事を目的とします。

外晋卜研修

指導担当者
(所長/続砧買金貢4■看 )

(整備管理者)(1)担当

(所長/統括安全貢任者 ) (所長/統ll■安全貢任者 )

0他

。夏の交通安全県民運動
「さわやかに夏を走ろう Jヒ陸時」
(令和5年 7月 11日 ～7月 20日 )

。飲酒運転の根絶重点月間

防災週間(令和5年 8月 30日 ～9月 5日 )

秋の全国交通安全運動
(令和5年9月 21日 ～9月 30日 )

第60回富山県交通安全県民大会
(令和5年9月 4日 )

国土交通省指導・監督の指針 ③ ③ ①(貸切バス事業者の指導・監督の指針) ⑦ ⑨ ⑥ ②(貸切バス事業者の指導・監督の指針)

安全教育計画項目(予定)の緑色文字表示は、貸切バス事業者の指導・監督の指針
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安全教育計画項目
(予定 )

(1)安全性の向上を図るための装置を備え
る事業用自動車の適切な運転方法

(2)ド ウイリし掛…ヴー③鑢録奎毒醐キ脚た選
転璃の運転特性 |こ 応した費念運転

(1)旅客が乗降する時の安全を確保するた
めに留意すべき事項

(2)確実なタイヤチェーン装着技術の習得

※(2)については実習の予定あり。

(1)主として運行する路線若しくは経路若し
くは経路または営業区域における道路及び
交通の状況

(2)非常用信号用具、非常回、消火器等の取
扱いについて

(3)ドライブレ菫―ダ
｀
一記録を満蠅したヒ弯7

1」 薇ハット動情筆震共有

月間目標
(コ ンセプト)

酔彎麟‡こ驀駐Jい鷺鷺壺 i

歩行者、特に高齢者や年少者に対しては優しい気
持ちで接してください。横断歩道に人がいる場合
には停まってあげましょう。私たちプロドライバー
が見本にならなければなりません。

瞳購難賊1濡 徹うな等ヽ
鋼瀧饗鯰犠つく帰争 :

現代人はとかく睡眠不足になりがちな生活となつ
ています。自身の生活行動を見直して、十分な睡
眠が確保できる生活習慣をつくりましょう。

ゆ す燎J懺う 余稚鉾躍轟 警織 なくで
｀

1

道を譲つてもらって悪い気がする人はいません。
なんだかほつこりした気持ちになります。その気
持ちは運転にも余裕がでます。ゆずり合う気持ち
をみんなに分けてあげましょう。

教育実施項目と研
修のねらい

|(研修資料その他詳
については別紙教育
録を参照の事)

○当該装置への過度の期待が交通事故の要
因となり得る事を理解し、正しい機能と使用
法を理解する事で、より安全な運転を目指し
ます。

○ドライブレコーダーのデーターより自身の
運転特性を知り、それに応じた安全な運転を
実践する事を目的とします。

○乗降時に多い事故例を元に、事故原因の
分析と防止策を考え、安全な乗降を行なう事
を目指します。

○実際のバス車両を使用して、必要な時に速
やかで確実なタイヤチェーンの装着が出来る
技能の習得を目的とします。

○よく利用する道路の、冬場の隠れた危険性
を考えると共に、雪道の特性を理解し、安全
な運転のために必要とされる知識。技能の習
得を目的とします。(ハザードマップ作製あ
り)

○実技を通じて、非常用信号用具・非常口・

消火器等の取扱い方法を学習し、その取扱
いに習熟する事で、緊急時でも冷静かつ適
切な対応・処置が出来る事を目的とします。

○ヒヤリハット体験の情報を共有し、原因の
分析とその再発防止策を考える事で、より安
全な運転を目指します。

外部研修

指導担当者
(所長/統括安全責任者 ) (所長/統括安全責任者 ) (所長/統括安全責任者 )

その他 |

。「たつしゃけ 気つけられェ」運動の推進重
点月間

・3UP運動の推進重点月間
・世界津波の日
(令和5年 11月 5日 )

。年末の交通安全県民運動
(令和5年12月 11日 ～12月 20日 )

・飲酒運転の根絶重点月間

国土交通省指導・監督の指針 ① ①(貸切バス事業者の指導。監督の指針) ⑤ ⑥ 2)(貸切バス事業者の指導・監督の指針)

安全教育計画項目(予定)の緑色文字表示は、貸切バス事業者の指導・監督の指針
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安全教育計画項目
(予定)

(1)事業用自動車の構造上の特性

(2)安全性の向上を図るための装置を備え
る事業用自動車の適切な運転方法

(1)乗車中の旅客の安全を確保するために
留意すべき事項

(2)上記項目について実際の車両を使つて
の体験学習

:赫 蒙ライ[Fシ国…協が
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聰認緑奄馨Jl螂 幅た運
転量尋舗軸持壇:こ 臨ζi}海安全運軸
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(3)健康管理の重要性
(目 の視野について)

月間目標
(コ ンセプト)

魏憔く路J饉艤 畿琴撻輻鷺融 ,

仕事が終わつたら、ゆつくり休む !それが次
の日の活力を生み出し、運転にも余裕が出ま
す。ゆっくり休んで英気を養いましょう。

驚還、ぬ鶉けま糞球鸞鑢聰浴鰤

さまざな顔を見せる雪道。どんな危険が潜ん
でいるかわかりません。常に危険を予測した
運転を行いましょう。

恭↑i轟 昴餞艤 :こ蟻議́い議爆ヽ摯守躙転
=

自分さえよければそれでいい !そんな自己
中心の運転は事故の元です.常に思いやりを
持つた運転。それが事故防止につながり、好
感の持たれる運転です。

教育実施項目と研
|‐ 修のねらい●

(研修資料その他詳
については別紙教育
を参照の事)|‐

|■ |

○大型バス特有の車高、視野、死角、内輪差
などの特性を理解し、その特性に応じた安全
な運転方法の習得を目的とします。

○当該装置の機能への過信及び誤つた使用
方法が事故原因となり得る事を理解し、正し
い使用法により、安全な運転が出来る事を目
的とします。

○今回はバスの性能から見た安全確保につ
いて考えてみます。バスの動力性能及び制動
性能、走行中のバス車体に及ぼす遠心力の
影響などを理解する事により、乗客にとつて
快適な運転を目指します。

○運転者本人が乗客の立場であつたらどう
感じるか?実際の車両を使つての急ブレー
キ体験、やや高速でのカーブ通過時の遠心
力の体験をする事により、乗客にとつて快適
な運転とは何かを考えます。(コ ースや走行
条件は予め設定します。)

○ドライブレコーダーのデーターにより、自
身の運転特性を知り、それに応じた安全な運
転を考えます。

○ヒヤリハット情報を共有し、原因の究明、予
防対策を考える事で、さまざまな場面で安全
な運転を実践できる事を目的とします。

○運転に大切な役割を持つ目の疾患と運転
の関連について角翠説します。
02023年度の振り返り、反省点と改善点に
ついて考えます。

外 晋ヽド1升{疹

指導担当者
(所長 /続砧買釜貢仕者 ,

(整備管理者)

(所長/統措安全貢任者 ) (所長/統括安全責任者 )

|●の他

(2)については実習(事前にコースや走行条件を
設定します。)を予定しています。

3UP運動推進重点月間
「リスク管理をあらためて再確認」
富山県原子力防災訓練
「車両火災予防運動」

国土交通省指導・監督の指針 ③ ⑪ ④ ①C)(ともに貸切バス事業者の指導・監督の指針)(

安全教育計画項目(予定)の緑色文字表示は、貸切バス事業者の指導。監督の指針


